
第７回市民協働指針検討委員会 会議録

日　時

場　所

委　員 泉谷　清、鎌倉　洲夫、吉田愛子
久保　純一、松本　史典、富塚　広

恵庭市 広報広聴課長　吉田　真俊

１．第６回委員会議事録確認

２．質疑及び意見交換

委員：

語句の修正＞

委員：

委員：

委員：

事務局：

委員：

委員：

委員：

行政の仕事は市民から選出された市長の考えだけで行われるのでなく、議会が大きく関
わる事となる。この事からも議会の表示は必要と考える。

公約を掲げて当選し市長となっても、公約が実行されるとは限らない。議会で反対され
たり予算が通らなければなにも出来ない。行政は市民サービスの執行機関、市長はその
トップ。議会はその決定機関となるのだが、議会を入れるとややこしくなる。

資料説明＜別添資料のとおり＞
４ページの流れがこれでいいか。市民の皆さんがこれを読んで、どんな事をやろうとし
ているかがわかってもらえるかどうか。を考えてほしい。

P1 表題に何のためのパンフかを示すため” 只今、市民協働の指針製作中” を加える。
P1 ” 繋がり” を” つながり” へ。
P1 後ろから11行目　「人と人、・・・」を「市民と市民、・・・」へ。
P1 最初のページに作成者（検討委員会）を表示する。市は事務局とする。
P2 例示右　” 金銭的にも” を” 財政的にも” へ。
P2 例示下右　” 解決できる” 、” 解決できない” の流れから” 行えない事” を” 解決で
きない事” へ。
P2 「自」、「共」、「公」を「自助」、「共助」、「公助」へ。
P2 「自」” わたしがすること” の下、” （自分で解決）” を削除。「共」、「公」も同
様。

議会の役割をどう表示するのか。
市民と行政の協働のまちづくりを突き詰めていくと、議会がほんとに必要かということ
にもなる。議会の役割について考え、明確にする必要がある。

いずれでもなく、市長決裁で決定される。ただし、議会への説明は必要と考えている。

指針は議決事項、承認事項か。

当然、自治条例では役割が明示されるが、議会もまちづくりに関わっており、指針にも
表示すべきだ。特殊な状況だが、夕張市では議員は要らない、町内会長で十分、という
意見も出ている。

出席者

平成１９年３月１日（木）１８：３０～２０：３０

３０３会議室

議会は行政のチェック機能だけでなく、政策立案機能もあるはず。



委員：
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事務局：

市議会議員の関わり、組織としての市議会の関わり、どちらをここで取り上げるのかを
はっきりするべき。

指針に議会を表示したとき、協働のまちづくりに議会がどんな活動ができるのかは、議
会が自ら考えるべきことなのでは。市民も地域も行政も協働のまちづくりでどんな役割
をするのかそれぞれが考えることとなる。
P2下段” 市民と市民、市民と行政がお互いに・・・・” を” 市民と市民、市民と行政、
議会がお互いに・・・・” とする。

次ページ以降に、パンフレット原案及び本会議意見による修正案を掲
載

2ページの表の中に、自助、共助、公助にかかる形で「議会」を入れて、P2下段” わたし
たちが協働してまちづくりをする” の” わたしたち” には議会も含まれることを示す。
修正後の案を事前に送付するので、各委員で再度見てきていただく事とする。

議会は自助、共助、公助全てに関わっている。P2下段” わたしたちが協働してまちづく
りをする” の” わたしたち” には議会も含まれると考えるため、表示は必要。

議会には、市民の中にどんどん入っていき、いい意味での口利きというか、市民と行政
をつなげるという大事な役割がある。協働となると市民と行政が直にパートナーシップ
で問題に取り組む形となり、そこに議会がどういう形で関わっていくのか難しい。議論
を深める必要がある。

議員個々の役割を書くこととはならない。

市民と行政の協働の中での議会の役割を考えるきっかけとする意味でも、表の中に「議
会」を表示すべきと考える。










